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FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH

親子で一緒にリースを作ろう

　内子町子育て支援センターのグ
リーンカーテンだったゴーヤのつる
を使って、リースを作りませんか。
　参加は無料で、どなたでも参加
できます。ぜひ、お申込みください。
●日時　12月８日（木）
　　　　午前10時～ 11時

●場所　内子町子育て支援センター
●定員　10組（先着順）
●申込期限　12月7日（水）
※電話でお申し込みください。
【申込・問い合わせ】
内子町子育て支援センター
☎０８９３（４４）６３５５ 昨年のリース作りの様子
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

12月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

山
上
　
栞し

ほ穂
ち
ゃ
ん
　
柿
原

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。
た
く
さ

ん
遊
ぼ
う
ね
！

12.16 河
野
　
沙さ

ほ羅
ち
ゃ
ん
　
松
尾

５
人
兄
弟
の
末
っ
子
♡
　
甘
え
ん
坊
♡

み
ん
な
の
癒
し
姫
♡

12.15

土
肥
　
奏そ

う

や也
く
ん
　
富
長

い
つ
ま
で
も
仲
良
し
兄
弟
で
い
て
ね
。

12.2

向
居
　
優ゆ

う

り里
く
ん
　
松
尾

に
い
に
・
ね
ぇ
ね
大
好
き
♡
　
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
ね
!!

12.5

仙波　美
み さ き

咲ちゃん　川中１

白いご飯が大好き！　家族で食べ
るご飯が、いつも楽しみです♡

12.31 城
戸
　
蒼そ

う

い惟
く
ん
　
内
子
20 

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
！
　
い
っ
ぱ
い
遊

ぼ
う
ね
♡

12.19平
野
　
夢ゆ

め

か翔
ち
ゃ
ん
　
内
子
17

お
散
歩
大
好
き
。
早
く
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
て
お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
び
た
い
な
。

12.21

　

夏
が
終
わ
っ
て
秋
に
な
り
、
内

子
町
で
も
各
地
で
秋
祭
り
が
行
わ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
松
山
の
け
ん

か
み
こ
し
や
新
居
浜
の
太
鼓
台
の

よ
う
に
、
大
き
な
祭
り
を
見
学
す

る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、
私
は
地

元
で
行
わ
れ
る
、
み
こ
し
や
獅
子

舞
や
牛
鬼
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
回

る
よ
う
な
秋
祭
り
が
好
き
で
す
。

　

秋
祭
り
に
は
毎
年
、
牛
鬼
で
参

加
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
出
会
え
る
の
で
と
て
も
楽
し

い
で
す
。「
よ
う
来
て
く
れ
た
ね

え
」、「
あ
ん
た
は
ど
こ
の
子
？

あ
ー
、
○
○
さ
ん
家
の
子
か
い

な
。
大
き
く
な
っ
た
ね
え
」、「
今

年
は
野
菜
が
た
く
さ
ん
で
き
た
ん

よ
。
い
る
人
あ
っ
た
ら
こ
れ
持
っ

て
い
き
」
な
ど
、
さ
さ
い
な
世
間

話
を
し
て
い
ま
す
。
親
た
ち
に

人
気
の
あ
る
ダ
イ
バ
ン
は
、
泣
き

じ
ゃ
く
る
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
た

り
、
追
い
掛
け
た
り
し
ま
す
。
中

に
は
、
親
に
了
解
を
得
て
家
の
中

ま
で
追
い
掛
け
て
い
る
ダ
イ
バ
ン

も
い
て
、
そ
の
様
子
を
み
ん
な
で

笑
い
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
全
て
の
家
を
回
る

の
で
、
最
後
の
方
は
夜
に
な
り
暗

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
祭
り
提
灯
を
家
の
軒
先
に
と

も
し
て
、「
今
年
は
も
う
来
ん
の

か
と
思
い
よ
っ
た
よ
」と
言
い
な

が
ら
待
っ
て
く
れ
て
い
る
家
が
あ

り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
、

今
年
も
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
目
に
見
え
て
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
担
ぎ
手
が

い
な
い
た
め
、
み
こ
し
を
出
す
の

が
難
し
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。
回

る
民
家
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
実
感
で
き

る
貴
重
な
田
舎
の
秋
祭
り
が
、
い

つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

▼
次
は
、
大
久
保
　
武た

け
ま
さ将
さ
ん
＝
上

田
渡
＝
に
お
願
い
し
ま
す
。

①ニンニクはみじん切り、ⒶⒷは１
㌢角に切る②鍋にオリーブ油を引
き、ニンニクの香りが出るまで炒め
る③ウインナー、ニンジン、玉ネギの
順番に炒め、塩をひとつまみ加えて
さらに炒める④玉ネギがしんなりし
たらⒸを加えて煮込む⑤沸騰したら
コンソメを加え弱火にし、約30分煮
込み、塩・黒こしょうで味を調える。

●作り方

徳田　美
み よ こ

代子さん
＝内子７＝

●作った人

ミネストローネ

ニンニク２片、オリーブ
油大さじ1/2、コンソメ１
個、塩・黒こしょう少々
Ⓐウインナー３本／ニン
ジン100㌘／玉ネギ150
㌘Ⓑキャベツ125㌘／
ジャガイモ130㌘Ⓒカッ
トトマト缶175㌘／水
750㎖／ローリエ１枚

●材料（５人分）

宮
田
　
昌ま

さ

き樹
さ
ん
（
35
） 

 

＝
中
野
＝

秋
祭
り

宮
田
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）
と
、
秋
祭

り
で
牛
鬼
を
担
い
だ
皆
さ
ん

内子町子育て支援センターからのお知らせ



広報クイズ
SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー

内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR

VOICE

まちの声
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①「英語で○○●○３」を12月17日に
　開催。サンタクロース姿のイーチェン
　さんと楽しく英語で遊びましょう。
②地域に伝わる宝を次代に継承――
　「内子町○○○●○○○○まつり」
③新年の訪れをともに祝う「●○○交
　歓会」を１月４日に開きます。
④石尾玲温くんの将来の夢は、「○●
　○○○○○」。
⑤新着図書紹介。「●○○○○まほう
　のかばん」。
⑥松田丈志さんの「○●○○教室」が
　11月20日に開かれました。

「広報うちこ」12月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：12月28日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」２月号

内子町に両親が来ました

　10月に両親が私を訪ねて内子
町に来てくれました。内子町の皆
さんは、両親をとても温かく迎え
てくれました。本当にありがとう
ございました。
　両親の滞在中に、初めて内子町
に来たときのことを思い出しまし
た。アイルランドを出発する前、
本やインターネットで内子町のこ
とをたくさん調べていました。実
際に来てみると知らないことがた
くさんあったので、驚いたのを覚
えています。
　内子町の皆さんはおいしい食べ
物をくれたり、地域の行事などに
誘ってくれたりしました。いろい
ろな経験をすることができて、と
てもうれしいです。
　両親にもできるだけ多くのこと

を体験してほしいと思い、私は毎
日、両親に日本の食べ物を買って
帰りました。寿司、団子、餅、サツ
マイモなどいろいろな物を食べて
もらいました。両親はとても喜ん
でいましたが、短い期間に初めて
の物をたくさん食べたので、少し
戸惑っていました。日本食ばかり
食べていたので、アイルランドの
食べ物が恋しくなっていたみたい
です。アイルランドから持ってき
ていた紅茶をうれしそうに飲んで
いました。
　両親は帰国後に、「最初の食事
はマッシュポテトとソーセージ
にしようかな」とメールを送って
くれました。でもまずは食事の前
に、たっぷりと寝て旅行の疲れを
癒すそうです。

ウォームビズで

電気代を節約しよう

答え「くりひろい」　正解数45
•森　　博道さん　（内子19第２）
•松田　幸子さん　（宿茂）
•宮内　通子さん　（立川中央）
•徳岡　芳子さん　（論田３）
•稲田　街婚さん　（和田）
•久保　正一さん　（豊秋町）
•久保　美子さん　（川上）
•滝川　一馬さん　（伊予市）
•中村　青空さん　（広島県）
•小沼　径子さん　（東京都）

●10月号当選者の皆さん

□通勤途中などにある収集
場所へごみを出すことはでき
ますか。（50代女性）
■住んでいる地区の決めら
れた収集場所へ出してくだ
さい。地区外から出されたご
みが、分別されていないなど
の理由で、未回収になる事

例が増えています。未回収の
ごみは、地区の人が分別して
処理をしています。トラブル
の原因になるので、ルールを
きちんと守りましょう。

【問い合わせ】
環境政策室
☎０８９３（４４）６１５９

　
環
境
省
は
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
暖
房
の
設
定

温
度
を
20
度
未
満
に
し
、
暖
か
い

服
装
で
過
ご
そ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
二
酸
化
炭
素
の
削
減
だ

け
で
な
く
、
家
庭
の
電
気
代
も
節

約
で
き
ま
す
。
体
調
な
ど
に
気
を

付
け
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

《
首
、
手
首
、
足
首
を
温
め
よ
う
》

　
太
い
血
管
が
通
っ
て
い
る
首
な

ど
を
重
点
的
に
温
め
る
こ
と
で
、

体
全
体
が
温
ま
り
ま
す
。

《
温
か
い
食
事
で
体
の
芯
か
ら
温

め
よ
う
》

　
鍋
な
ど
の
食
事
は
、
体
も
室
内

も
温
ま
る
の
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に

効
果
的
で
す
。
ま
た
根
菜
類
、
特

に
し
ょ
う
が
は
体
を
内
側
か
ら
温

め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

《
窓
や
ド
ア
か
ら
空
気
が
逃
げ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
》

　
暖
房
を
効
率
的
に
使
い
、
無
駄

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
抑
え
る

に
は
、
温
め
た
部
屋
の
空
気
を
外

に
出
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
二
重
サ
ッ

シ
、
断
熱
シ
ー
ト
な
ど
で
熱
を
逃

が
さ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

ごみの収集場所について

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

外国語指導助手

ピーター・コール
Peter Cole

ピーターさんの両親を迎えて親睦会

ウォームビズのポスター

久保永美
み さ

沙さん（28）中川西

デザインの力で地域に貢献したい

　「セセラギいもたきビアガーデン」などのかわい
らしいチラシや、今年の小田燈籠祭りの絵燈籠を描
いた久保永美沙さんをご紹介します。
　久保永さんは大阪の専門学校で３年間、写真や版
画などを学びました。地元に戻り創作活動をしてい
たところ、地域おこし協力隊の納堂さんの目に留ま
り、チラシなどのデザインをするようになりました。
久保永さんは「21 歳のときに絵燈籠を描いたのが
きっかけで、本格的にデザインの勉強をするように
なった。きっかけをくれた地域に、絵で貢献できる
ことがうれしい」と喜びます。今年描いた燈籠の絵
は、登貴姫をイメージ。小田うどんやオダメイドも
一緒に描いていて「かわいい」と好評でした。「絵
燈籠はライトアップしたときをイメージしながら描
くのが難しい。１カ月掛かったけれど、みんな喜ん
でくれて良かった」と楽しそうに言います。
　「田舎の何気ない日常に面白さを感じるので、小
田には魅力がいっぱい。いつかその魅力を集めてフ
リーペーパーにしたい」と笑顔を見せてくれました。

久保永さんが描いた絵燈籠
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